









































Contribution of oxidative DNA damages to bactericidal effects caused by pulsed discharge with 
water-cavitation 
（水中パルス放電の殺菌効果における DNA 酸化損傷の寄与）  
 




























プラズマ装置で，精製 DNA 分子を用いた処理実験を行い，ROS によって生じる酸化
DNA 損傷発生を確認した。DNA は DNA 損傷検査で頻用される環状プラスミド DNA，
pUC19 を用い，DNA 修復酵素による酸化塩基損傷分析（Terato et al, 2008）により、DNA
















































菌株として，8-oxoG 修復酵素である Fpg の野生株と欠損株を比較し，Fpg 欠損株が水中
放電プラズマ処理に対して高感受性であり，ゲノム DNA 損傷（DSB）も高収率である
ことを示した。以上の結果で，水中放電プラズマの殺菌作用において，プラズマによっ
て生じる ROS を介した DNA の酸化傷害経路が重要であることを示した。  










の精製 DNA 分子処理と同様に分析したところ，8-oxoG の生成とともに，チミンの酸化
損傷である 5-ヒドロキシシトシン（5-hydroxycytosine: 5-hoC）の生成を認めた。同時に
行った処理プラスミド DNA の変異生成の実験結果は両酸化塩基損傷の生成を示唆する
ものである。  
 これら損傷生成が大腸菌細胞の生存率低下と同時発生していることを踏まえ，申請者
の研究成果は，水中放電プラズマの殺菌作用に ROS が極めて重要な役割を果たしてい
ることを示している。すなわち，申請者の研究は，水中放電プラズマの殺菌作用におけ
る重要な分子機構を初めて明らかにするものであり，水中放電プラズマ法の応用展開に
有用な情報を与える大きな価値をもつものである。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
